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小
松
市
の
人
口
に
つ
い
て
、
自
然
動
態

で
は
、
平
成
20
年
か
ら
死
亡
者
数
が
出
生

者
数
を
上
回
り
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
そ

の
差
は
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
特
に
出

生
者
数
は
、
平
成
19
年
頃
か
ら
１
、
０
０
０

人
を
下
回
り
、
平
成
30
年
で
は
８
５
６
人

と
過
去
最
少
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
減
少
し
、
11
月
末
現
在

で
７
４
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
動
態
で
は
、
こ
れ
ま
で
転
入
者
数

を
転
出
者
数
が
上
回
り
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
よ
り
若
干
増

加
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
30
年
の
人
口
は

１
０
８
、
７
２
１
人
で
、
う
ち
外
国
人
が
２
、

３
７
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
国
・
県
と

比
較
し
て
も
高
い
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

２
０
０
０
年
か
ら
の
10
年
間
で
20
・
30
代

の
女
性
が
約
２
、
０
０
０
人
減
少
し
て
お
り
、

結
果
的
に
減
少
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
高
校
卒
業
時
に
市
外
へ
転
出

す
る
人
数
が
多
く
、
人
口
が
減
少
し
て
い

る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
市
で
は
、
き
め
細
や
か
な
子
育
て

支
援
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、

転
出
超
過
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
公

立
小
松
大
学
を
開
学
す
る
な
ど
対
策
を
実

施
し
、
成
果
が
出
始
め
て
お
り
、
今
後
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
原
因
の
一
つ
は
、
若
い
世
代

の
未
婚
・
晩
婚
化
も
あ
り
、
出
生
数
を
上

げ
る
た
め
に
ま
ず
結
婚
す
る
人
数
を
増
や

す
こ
と
も
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
縁
結
び
の
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当

市
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
憂

慮
し
、
大
人
数
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
だ
け
で

な
く
、
お
見
合
い
事
業
な
ど
少
人
数
で
継

続
し
て
行
う
婚
活
支
援
に
つ
い
て
も
、
も

っ
と
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
望
む
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
校
下
女
性
協
議
会
の
方
々

と
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
の
視
点
・
親
の
視
点
か
ら
人
口
減

少
対
策
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
若

い
世
代
が
戻
り
た
く
な
る
ま
ち
の
魅
力
や

出
産
・
育
児
に
求
め
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
も
、
幅

広
い
世
代
・
分
野
の
方
々
と
積
極
的
に
意

見
交
換
を
行
い
、
継
続
し
て
現
状
把
握
に

努
め
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
鉄
道
在
来
線
に
つ
い
て

　

北
陸
新
幹
線
は
２
０
１
５
年
３
月
に
長

野
駅
～
金
沢
駅
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
石
川
県
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
金
沢
以
西

（
金
沢
駅
～
敦
賀
駅
間
）
は
、
２
０
２
３
年

春
に
開
業
予
定
で
す
。
金
沢
開
業
に
伴
い
、

並
行
在
来
線
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
し
、

第
三
セ
ク
タ
ー
（
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
株
式

会
社
）に
よ
り
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
金
沢
以
西
延
伸
後
の
並
行
在
来

線
対
策
に
つ
い
て
石
川
県
の
担
当
部
署
か

ら
現
状
を
聴
取
し
ま
し
た
。
金
沢
以
西
延

伸
後
、
以
東
と
同
様
に
並
行
在
来
線
は
経

営
分
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
延
伸

後
10
年
間
の
累
計
収
支
試
算
は
▲
87
億
円

と
な
り
、
赤
字
額
を
運
賃
値
上
げ
で
賄
う

と
大
幅
な
値
上
げ
が
必
要
に
な
る
の
で
、

国
・
Ｊ
Ｒ
の
支
援
要
請
や
県
・
市
町
、
民

間
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
、
業
務
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
と
連
携
し
た
旅
客
増
加

対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
広
域
観
光
等
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
に

つ
い
て

　

新
幹
線
金
沢
以
西
延
伸
後
、
国
内
外
よ

り
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
松
市
を
訪
れ
る
人
が
、
わ
か
り
や
す
く

ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
２
次
交

通
手
段
を
は
じ
め
、
受
け
入
れ
体
制
の
強

化
が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

８
月
に
、
小
松
市
の
観
光
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
、
観
光
の
主
要
事
業
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
産
業
観
光
、
日

本
遺
産
、
こ
ま
つ
五
彩
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
時

代
に
先
駆
け
取
り
組
み
、
市
の
魅
力
の
発

掘
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
広
報
活
動
も
民
間
の
旅
行
社
に
よ

る
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
関
係
機
関
と
積
極
的
に

関
わ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

９
月
に
、
あ
わ
づ
温
泉
観
光
協
会
・
ゆ

の
く
に
の
森
・
那
谷
寺
を
訪
れ
、
観
光
の

強
み
・
課
題
・
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
を

調
査
し
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

が
集
客
に
結
び
つ
か
な
い
、
２
次
交
通
の

整
備
の
必
要
性
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
向

け
た
効
果
的
な
広
報
対
策
な
ど
、
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
更
に
、
交
通
・
観
光
関
係
者
と

積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、
継
続
し
て

現
状
把
握
に
努
め
、
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小松市町内会連合会役員と

正副議長、各委員長との

意見交換会を開催しました

開 催 日 令和元年11月26日（火）

　小松市町内会連合会から出された、梯川な

どの河川改修、国道8号の4車線化、小松白川

連絡道路の整備、小松空港の展望など、現状

や今後の計画等について意見交換を行いまし

た。また、各校下における諸課題についても

理解を深め、解決に向けて議論しました。

市議会福祉文教常任委員会と

小松市私立教育・保育施設長会との

勉強会・意見交換会を実施しました

開 催 日 令和元年11月21日（木）

「小松市の教育・保育現場における資質向上を

目指して」と題した神戸親和女子大学の福井教

授の基調講演や、市内こども園における園運営

の課題（保育士の確保や処遇改善など）や家庭教

育の充実と支援、小学校との連携についての現

状報告のあと、小松市の教育・保育の現場がさ

らに発展するために意見交換を行いました。

　本会議や常任委員会はどなたでも傍聴できます。

　本会議を傍聴される場合は、傍聴者席（低層棟４階）へお越し下さい。定員は椅子席80人、

車椅子席2人です。傍聴の受付の際に、整理番号札をお受け取り下さい。

　委員会を傍聴される場合は、議会事務局（低層棟３階）へお越し下さい。定員は各５名です。

◆詳細につきましては、議会事務局（電話0761－24－8138）へお問い合わせ下さい。

市 議 会を

傍 聴して

みませんか

小松市議会北陸新幹線建設促進

議員連盟の現地見学研修会

を実施しました

2023年春北陸新幹線小松開業の工事現場の見

学会と小松鉄道建設所との意見交換会を行い

ました。

開 催 日 令和元年11月26日（火）

見学場所 JR小松駅周辺・木場潟公園周辺

台湾彰化市長はじめ訪問団が

来松し歓迎式を開催しました

開 催 日 令和元年10月23日（水）

平成24年小松市議会と台湾彰化市議会との交流か

ら始まり、平成26年両市議会で友好交流協定を締

結。平成29年には両市間で友好協定を締結しました。

〈小松市議会議場〉

議会の活動を紹介します
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◆12月定例会の議決結果◆

■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（7件）

第66号 令和元年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第67号 令和元年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

第68号 令和元年度小松市産業団地事業特別会計補正予算（第２号） 〃

第69号 令和元年度小松市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

第70号 令和元年度小松市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第71号 令和元年度小松市下水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第72号 令和元年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第１号） 〃

その他議案

（2件）

第74号 工事請負契約について 〃

第75号 指定管理者の指定について 〃

議員提出議案

（1件）
第 9 号 持続可能な地域医療提供体制の構築を求める意見書 〃

市長提出追加議案

（1件）

諮問

第2号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ 無会派

議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

杉
林
　
憲
治

表
　
　
靖
二

宮
川
　
吉
男

高
野
　
哲
郎

吉
本
慎
太
郎

梅
田
　
利
和

南
藤
　
陽
一

東
　
　
浩
一

岡
山
　
晃
宏

竹
田
　
良
平

宮
西
　
健
吉

川
崎
　
順
次

二
木
　
　
攻

吉
村
　
範
明

橋
本
　
米
子

円
地
　
仁
志

片
山
瞬
次
郎

新
田
　
寛
之

木
下
　
裕
介

吉
田
　
寛
治

予算案

（1件）

第65号　令和元年度小松市一般

会計補正予算（第3号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可
決

条例案

（1件）

第73号　小松市一般職の職員の

給与に関する条例等の一部を改正

する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
可
決

議員提出議案

（2件）

第8号　台湾のTPP（環太平洋パー

トナーシップ協定）参加を積極的

に支援するよう求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
可
決

第10号　小松白川連絡道路の整

備促進を求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

可
決

※出戸清克議長、新田寛之副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。

※出戸清克議長は採決には加わりません。
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石川県小松市四丁町ろ13-2  TEL 090-5175-4588

木のぬくもりの空間で

その日の料理とお酒のおもてなしで

いやしのひとときを

小松市戸津町井66-3　Tel&Fax（0761）27-1237

パスタ、ピザ、ステーキなど 850円～

ディナー　17：00～22：00

定 休 日　火曜日

鉄板焼

-Kitchen こまつ
ドームココ

P

文

↑至 加賀

↓至 金沢

小
松
バ
イ
パ
ス

8

　

不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

　

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●2月15日㈯ ●3月28日㈯ ●4月18日㈯ ９時～11時30分   会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ

り
、
昨
年
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
た

祝
賀
ム
ー
ド
の
中
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で

は
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
！
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
の
活
躍
は
、
流
行
語
大
賞

に
も
選
ば
れ
た
【
ワ
ン
チ
ー
ム
】
が
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

反
面
、
大
型
台
風
が
国
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
傷
跡
を

残
し
、昨
今
の
自
然
災
害
が
起
き
る
「
想
定
外
」
が
「
常

識
」
に
変
わ
っ
て
き
た
事
を
印
象
づ
け
る
年
で
も
あ
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
幕
開
け
で
す
。

　

小
松
市
に
お
い
て
は
、
市
制
80
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
、
国
内
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
記
念
す
べ
き
開
催
年
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
小
松
市
議
会
は
皆
様
か
ら
の
声
を
日
々
の

活
動
を
通
し
て
受
け
止
め
、
よ
り
良
き
小
松
市
の
未
来

に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
ワ
ン
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。 

（
東　

浩
一
）

議会だより編集委員会

委員長　南藤　陽一　　副委員長　竹田　良平

委　員　岡山　晃宏　　東　　浩一

　　　　吉田　寛治　　吉村　範明

2/28には市長による提案説明、

3/6・9・10には市政に対する質問、

3/25には委員長報告等・採決が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が行われますので

ぜひご覧ください。

☆議会傍聴

☆テレビ小松

☆ホームページ
（議会生中継、録画配信）

要チ
ェ
ッ
ク
！

「小松市イメージキャラクター  カブッキー」

日 月 火 水 木 金 土

予 定 3月定例会の日程
※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局☎24-8138
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2/23

1

8

15

22

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載 本会議（開会）

一般質問

議会運営委員会

常任委員会

（分科会）

常任委員会

（分科会）

一般質問

特別委員会

予算決算常任委員会

総括質疑

議会運営委員会

本会議（閉会）

代表質問

予算決算

常任委員会

編 集 後 記

※詳しくは小松市議会ホームページ
　または小松市議会事務局まで

　☎0761-24-8138
 *gikai@city.komatsu.lg.jp

議会だよりの表紙を募集します
　年に４回（２月、５月、８月、11月）市内の全世帯に届けら

れる議会だよりの表紙として、写真または絵画・イラストを

紹介させていただきます。


